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売れる米を 低コストで 安定生産

めざそう 小麦の 品質向上

適正な 農産物検査の 実施



「移植後、幼穂形成期～冷害危険期～出穂期、登熟期間の水管理」

一般社団法人 北海道米麦改良協会 技監 相 川 宗 嚴

1 はじめに

2 初期生育を確保する水管理

図1 移植後の水管理

⑴ 移植後の水管理

（図1、2）
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（図3）

⑵ 分げつ期の水管理 ～分げつ発生の適温25℃以上を確保～

⑶ 土壌還元（ワキ）対策 ～気泡の発生と根の状態を確認～

（図4、表1）

図2 寒冷地でのかんがい水深と水温の違い

図3 水管理の基本
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⑷ 中干しと溝切りのポイント ～不用意な長期化は「生育遅延」を招く～
①
② （表2、写真1）
③
④

表2 「溝切り」の目安
排水性の良否 作溝の間隔

写真1 生育中期（6月下旬）の溝切り作業

表1 土壌還元（ワキ）の発生程度とその対策
土壌還元（ワキ）の程度 管理のポイント

図4 土壌還元（ワキ）の診断法

北海道 米 麦 改 良第134号 3



⑸ 過剰分げつを抑制する深水管理

3 幼穂形成期～前歴期間の水管理 ～まずは幼穂長の確認を～

（写真
2）

（写真3、図
5）

図5 幼穂形成期から冷害危険期までの水管理

写真2 幼穂形成期 写真3 水深測定板

北海道 米 麦 改 良 第134号4
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4 冷害危険期の深水管理 ～水深20㎝を目安に幼穂を保護～

『深水管理』作業のポイント

① 「深水かんがい」ができる環境を整えよう！
ア
イ

② ほ場ごとに「幼穂形成期」の確認を！
ア

③ 幼穂形成期から10日間の水管理 → 『花粉数増加のために』
ア
イ

④ 冷害危険期 → 『花粉を低温から守ります』
ア
イ

図6 幼穂形成期から冷害危険期までの水管理と水位・水温・気温
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図6

5 深水管理の終了

（写真4）

6 登熟期間の水管理 ～適切な水管理で登熟促進、落水時期にも注意～

（図7）

（図8）

（図9）

写真4 葉耳間長の測定

図7 干ばつと粒重

北海道 米 麦 改 良 第134号6
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7 ケイ酸資材の積極的な投入による不稔防止対策

a

（図10）

a
（図11）

図8 登熟期間の水管理

図9 もち米の胴割れ粒発生要因と対応策

北海道 米 麦 改 良第134号 7



図10 不稔発生に対するケイ酸の作用機作の整理

図11 ケイ酸資材の追肥による不稔軽減効果
A
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今後の小麦病害虫防除対策

北海道農政部生産振興局 技術普及課 北見農業試験場駐在
上席普及指導員（革新支援専門員） 木 俣 栄

1 なまぐさ黒穂病
�

�

⑴ 特徴

（写真2）

（写真1）
写真1 なまぐさ黒穂病に罹病した穂

写真2 ほ場で発生を確認するためにはコンバイン入口
などの丈の低い穂（赤丸）を確認する

北海道 米 麦 改 良第134号 9



⑵ 感染時期

⑶ 初発の確認

（写真4）

（写真2、
3、5）

写真3 穂は丈は低いが剛直
写真5 丈が短く健全株より黄化している

写真4 乳熟初期にはすでに
胞子が充満し生臭い 写真6 左：正常子実 右：罹病子実

北海道 米 麦 改 良 第134号10



（写真6）

⑷ 防除対策

NOSAI

2 赤かび病

DON DON

DON ppm

⑴ 感染時期

図1 コムギなまぐさ黒穂病Q＆A

北海道 米 麦 改 良第134号 11



⑵ 防除のタイミング

（図2）

表1 小麦の赤かび病に対する防除対策
＜秋まき小麦＞ ＜春まき小麦＞

M

M

M

DON

M

図2 赤かび病防除（1回目）のタイミング

写真7 赤かび病罹病穂（春まき小麦）

北海道 米 麦 改 良 第134号12



⑶ 散布回数と防除薬剤の選択

DON
（表1）

DON

⑷ 耕種的防除対策

3 葉枯症（ミクロドキウム・
ニバーレ）

（写真8）

M

（表1参照）

4 うどんこ病

写真9 下葉から上部へ伸展するうどんこ病菌

5 赤さび病

（写真10）

写真8 M．ニバーレによる葉枯症
（上堀原図）

北海道 米 麦 改 良第134号 13



6 ムギキモグリバエ

（写真11）

7 ムギクロハモグリバエ

（写真12）

写真12 幼虫による被害（袋状に食害する）

8 アブラムシ類

写真10 葉に発生した赤さび病菌

写真11 白穂（左、中）と食害痕（右） 写真13 穂に寄生したアブラムシ

北海道 米 麦 改 良 第134号14



＜少量散布をする場合の留意事項＞

北海道 米 麦 改 良第134号 15
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「北海道 麦作りに挑む人々」その11

森町 小 原 三 弘

1．はじめに

（図1）
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図1 主な振興局の反収

�

（図2）

A （表1）

2．地域の特徴および経営概要
⑴ 森町の気象および土壌条件

（図3、4）

（写真2）

図2 小原農場と町との反収及び歩留り
率の推移

写真1（小原氏親子）
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⑵ 経営規模と作付け構成

�

表2 図5

3．小麦栽培の経過と特徴
⑴ 小麦栽培への取り組み

表2 作付割合 H

作物名
品 種 名
（用途）

作付面積
（�）

作付割合
（％）

表1 品質測定値
容積重
（g／ℓ） F.N.（sec） 蛋白含量

（％）
灰分含量
（％）

図3 2地区の日照時間と降水量の比較

図4 2地区の平均気温の比較

図5 輪作体系

写真2 小原氏の小麦畑

北海道 米 麦 改 良第134号 17



⑵ 連作障害を克服するために
① 堆きゅう肥の施用

a
a a

CEC

（写真3）
② PHは5．5以上にしない

PH PH

PH

（写真4）

写真4 土壌断面図

③ 深起こしにより連作障害の回避

表3 病害虫防除等 H

除草剤散布 融雪促進
融雪期

病害虫防除（植物成長調整剤等）

時期 剤名・散布量 時期 資材名・散布量 対象病害虫防除 時期 使用薬剤・散布量

F

MCP
F

F

F

写真3 ゆめちから小麦の姿
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4．技術の特徴
⑴ 基本の施肥体型を守る

表4

a

⑵ 標高差を考慮した作物栽培

⑶ 排水対策

（2018年の作物栽培ほ場図参
照）

表4 耕種概要など H

は 種（㎏／10a）
土壌群

施 肥（㎏／10a）
根雪始

雪腐病防除

期 量 方法 区分 窒素 燐酸 加里 月日 時期 使用薬剤名

H SC

写真5 作業風景
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⑸ 2段乾燥による収穫体型 �

写真6 乾燥・調製施設

小原農場2018年作物栽培ほ場図

北海道 米 麦 改 良 第134号20



小原氏圃場

5．おわりに

画像©2018Google、地図データ©2018ZENRIN

写真7 上空から見た小原氏圃場
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